
八

専
攻
学
科
目　

薬
学
・
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

生　

年　

月　

昭
和
二
四
年　

三
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
七
年　

三
月 

東
京
大
学
薬
学
部
薬
学
科
卒
業

同　

五
二
年　

三
月 

東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

五
二
年　

三
月 
薬
学
博
士

同　

五
二
年
一
二
月 
東
京
大
学
薬
学
部
助
手

同　

五
八
年　

八
月 
米
国
デ
ュ
ー
ク
大
学
医
学
部
リ
サ
ー
チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

同　

六
一
年　

四
月 
東
京
大
学
薬
学
部
助
教
授

平
成　

八
年　

五
月 

東
京
大
学
薬
学
部
教
授

同　
　

九
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
教
授

同　

一
八
年　

八
月 

東
京
大
学
生
物
機
能
制
御
化
合
物
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
機
構
長
（
兼
任
）

同　

二
二
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
長
・
薬
学
部
長

同　

二
三
年　

四
月 

東
京
大
学
創
薬
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
（
兼
任
）

同　

二
五
年　

四
月 

東
京
大
学
創
薬
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授

同　

二
五
年　

六
月 

東
京
大
学
名
誉
教
授

同　

二
六
年　

四
月 

東
京
大
学
創
薬
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授

同　

二
六
年　

四
月 

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
理
事

同　

二
七
年　

四
月 

東
京
大
学
創
薬
機
構
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
九
年　

六
月 

昭
和
薬
科
大
学
常
任
監
事
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

長な
が　

野の　

哲て
つ　

雄お
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薬
学
博
士
長
野
哲
雄
氏
の
「
蛍
光
特
性
制
御 

原
理
の
解
明
お
よ
び
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ 

へ
の
応
用
に
関
す
る
研
究
」
に
対
す
る
授
賞 

審
査
要
旨

　

現
代
の
生
命
科
学
研
究
に
お
い
て
、
生
細
胞
あ
る
い
は
生
体
組
織
か
ら
そ
の

ま
ま
の
状
態
で
酵
素
や
受
容
体
等
の
生
理
活
性
分
子
を
細
胞
内
小
器
官
な
ど
の

場
所
を
特
定
し
て
時
々
刻
々
の
活
性
変
化
を
捉
え
る
事
は
生
理
活
性
分
子
の
機

能
解
析
に
不
可
欠
な
技
術
（
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
）
に
な
っ
て
い
る
。

長
野
哲
雄
氏
の
業
績
は
、
こ
の
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
分
野
が
ま
だ
揺
籃
期
に

あ
っ
た
一
五
年
前
に
非
常
に
重
要
な
発
見
を
行
い
、
こ
の
分
野
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
し
た
事
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
蛍
光
の
発
光
強
度
を
制
御
で
き
る
新

た
な
原
理
を
発
見
し
、
そ
の
原
理
を
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
プ
ロ
ー
ブ
に
応
用

し
、
種
々
の
プ
ロ
ー
ブ
開
発
に
成
功
し
た
。
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
プ
ロ
ー

ブ
は
世
界
中
の
研
究
者
に
利
用
さ
れ
、
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質G

FP

と
と
も
に
バ

イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
の
隆
盛
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

１
．�

蛍
光
発
光
強
度
を
制
御
で
き
る
新
原
理
：
光
誘
起
電
子
移
動

（Photoinduced electron Transfer: PeT

）
機
構
の
発
見

　

光
誘
起
電
子
移
動
（Photoinduced electron Transfer: PeT

）
機
構
は
代
表

的
蛍
光
化
合
物
で
あ
る
フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
蛍
光
化
合
物

に
適
用
で
き
る
原
理
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
多
種
類
の
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
プ
ロ
ー

ブ
を
開
発
し
た
。

　

PeT

機
構
に
よ
る
蛍
光
強
度
の
制
御
に
つ
い
て
フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
を
用
い
て

説
明
す
る
。
フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
は
高
い
蛍
光
量
子
収
率
（
蛍
光
強
度
）、
可
視

光
励
起
、
高
い
水
溶
性
な
ど
の
優
れ
た
特
性
を
有
し
て
い
る
。
長
野
氏
は
こ
の

フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
と
そ
の
誘
導
体
の
間
で
蛍
光
強
度
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、

こ
れ
がPeT

機
構
に
基
づ
く
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
は
蛍

光
発
光
の
観
点
か
ら
化
学
構
造
を
「
蛍
光
団
部
位
」
と
「
ベ
ン
ゼ
ン
部
位
」
に

分
け
て
考
え
る
事
が
で
き
る
。
蛍
光
は
光
照
射
に
よ
り
励
起
さ
れ
た
「
蛍
光
団

部
位
」
が
基
底
状
態
に
戻
る
時
（
緩
和
過
程
）
に
生
じ
る
発
光
で
あ
る
。
し
か

し
、
フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
誘
導
体
の
中
に
は
励
起
状
態
の
「
蛍
光
団
部
位
」
に
「
ベ

ン
ゼ
ン
部
位
」
か
ら
一
電
子
移
動
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
誘
導
体
の
場
合
、

「
蛍
光
団
部
位
」
は
通
常
（
フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
）
と
は
異
な
る
緩
和
過
程
を
経

て
基
底
状
態
に
戻
り
無
蛍
光
と
な
る
。
こ
れ
がPeT

機
構
で
あ
る
（a-PeT

と

命
名
）。
ま
た
、
逆
に
「
ベ
ン
ゼ
ン
部
位
」
に
「
蛍
光
団
部
位
」
か
ら
一
電
子

移
動
す
る
過
程
も
あ
る
事
を
見
出
し
た
（d-PeT

と
命
名
）。
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長
野
氏
は
こ
のPeT

機
構
を
分
子
軌
道
計
算
、
電
気
化
学
、
分
光
学
等
か

ら
詳
細
に
解
析
し
、
蛍
光
化
合
物
を
ど
の
よ
う
に
化
学
修
飾
す
れ
ば
、
蛍
光
の

有
／
無
を
起
こ
す
事
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
論
理
的
に
蛍

光
強
度
を
制
御
で
き
る
道
を
切
り
開
き
、
こ
れ
に
よ
り
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
の
分
子

設
計
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
．
蛍
光
特
性
制
御
原
理
の
生
命
科
学
へ
の
応
用

　

二
〇
年
以
上
前
に
、
血
管
内
皮
血
管
弛
緩
因
子
（ED

R
F

）
の
本
体
がN

O

あ
る
い
は
窒
素
酸
化
種
か
で
議
論
が
あ
っ
た
。
こ
のED

R
F

の
本
体
を
見
極

め
る
事
と
同
時
に
そ
の
不
安
定
ラ
ジ
カ
ル
種N

O
を
生
体
か
ら
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

と
し
て
捉
え
る
事
を
目
的
に
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発
研
究
を
開
始
し
た
。
そ
の
研
究

途
上
で
前
述
のPeT

機
構
が
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

長
野
氏
は
緻
密
な
研
究
を
展
開
し
た
結
果
、
世
界
で
初
め
て
高
感
度
・
特
異

的N
O

バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
プ
ロ
ー
ブ
（D

A
F-2

、D
C

l-D
A

 C
al

）
の
開
発

に
成
功
し
た
。
同
時
にED
R

F

の
本
体
がN

O

で
あ
る
事
を
化
学
的
に
実
証
し

た
。
こ
のN

O

プ
ロ
ー
ブ
（D

A
F-2

）
は
ほ
ぼ
無
蛍
光
で
、N

O

と
反
応
す
る

こ
と
で
約
二
三
〇
倍
の
大
き
な
蛍
光
強
度
の
増
大
を
引
き
起
こ
す
（
こ
の
蛍
光

強
度
変
化
はPeT

機
構
に
基
づ
く
）。
血
管
内
皮
細
胞
な
ど
の
生
細
胞
中
で
ブ

ラ
ジ
キ
ニ
ン
な
ど
の
刺
激
に
対
応
し
て
生
成
す
るN

O

を
捉
え
る
事
が
で
き

る
。
世
界
中
で
こ
のN

O

プ
ロ
ー
ブ
は
汎
用
さ
れ
、
ウ
ニ
受
精
時
のN

O

の
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
、N

O

とC
a

2 +

と
の
関
連
、
神
経
系
で
のN

O

の
作
用
解
析
な
ど

で
興
味
あ
る
報
告
を
可
能
に
し
、N

ature M
ethods

（
二
〇
〇
九
年
）
で

R
esearch H

ighlights

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
長
野
氏
は
、
現
在
ま
で
にN

O

だ
け
で
は
な
く
、
各
種
活
性
酸
素
、

虚
血
に
よ
る
低
酸
素
状
態
、
ガ
ラ
ク
ト
シ
ダ
ー
ゼ
・
グ
ル
コ
シ
ダ
ー
ゼ
・
キ

ナ
ー
ゼ
な
ど
の
各
種
酵
素
活
性
等
を
捉
え
る
四
〇
種
以
上
の
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発

に
成
功
し
、
一
四
種
類
の
プ
ロ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
市
販
し
て
い
る
。

３
．
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
の
創
薬
研
究
へ
の
応
用

　

蛍
光
の
有
／
無
の
変
換
を
原
理
と
し
た
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
は
創
薬
研
究
に
も
有

用
で
、
標
的
分
子
を
制
御
す
る
化
合
物
探
索
に
お
い
て
一
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
段
階
か
ら
特
異
的
化
合
物
を
取
得
で
き
る
優
位
性
を
持
つ
。
血
管
新
生
、
が

ん
の
転
移
／
浸
潤
な
ど
の
疾
患
と
関
係
す
る
オ
ー
ト
タ
キ
シ
ン
の
阻
害
剤
の
探

索
を
目
的
と
し
た
大
規
模
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（H

TS

）
に
利
用
し
、
高
選
択
性

の
ヒ
ッ
ト
化
合
物
の
獲
得
に
成
功
し
、
大
手
製
薬
企
業
へ
腎
臓
病
治
療
候
補
薬

と
し
て
導
出
に
成
功
し
て
い
る
。
独
自
に
分
子
設
計
し
た
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
は
現

在
ま
で
に
二
〇
を
超
え
る
創
薬
研
究
テ
ー
マ
のH

TS

に
用
い
ら
れ
、
複
数
の

医
薬
品
候
補
化
合
物
を
取
得
し
て
い
る
。

　

長
野
氏
は
現
在
ま
で
に
四
五
〇
報
を
超
え
る
学
術
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
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高
被
引
用
論
文
も
多
く
、
論
文
の
総
被
引
用
回
数
は
二
〇
、
〇
〇
〇
回
を
超
え
、

開
発
し
た
プ
ロ
ー
ブ
が
生
命
科
学
分
野
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

長
野
氏
は
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
を
通
じ
て
新
研
究
領
域
で
あ
る
「
ケ

ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
」
の
発
展
に
も
貢
献
し
、
そ
の
業
績
は
高
く
評
価
さ
れ

て
お
り
、
紫
綬
褒
章
、
上
原
賞
、
島
津
賞
な
ど
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
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